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第 4 刷 



日本赤十字社 長期ビジョン 
 

 日本赤十字社は、創立 150 年（2027 年５月１日）に向けて、時代と共に変化するこれか

らの社会課題やニーズに柔軟に対応し、赤十字としての使命を果たし続けていくために、

将来の目指す姿やそれを実現するための長期戦略、行動指針等を示した「日本赤十字社 長

期ビジョン」を策定しました。 

 

「日本赤十字社 長期ビジョン」  

目指す姿と長期戦略 ～創立 150 年に向けて～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼︎ 災害や紛争から人々が守られる社会づくり 

◼︎ 人々の健康・福祉を支える地域づくり 

◼︎ 互いを思いやり、助け合い、尊重し合う社会づくり 

国内外における人道支援活動の“要”となり、 

わが国の地域医療・血液事業の中核を担う赤十字 

目指す姿 

日本赤十字社が 

取り組む社会課題 

新たなステージへの行動指針 

■ 被支援者の側に立った想像力の発揮    

■ 赤十字ネットワークを活用した事業推進 

■ 事業間・施設間の連携による相乗効果の発揮   

■ 行政や関係団体、企業、大学等との連携強化 

■ 先進技術を生かした事業展開 

■ ビッグデータ等を活用した事業推進 

■ 「選択と集中」の徹底  
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「日本赤十字社 長期ビジョン」に基づき、具体的な取り組みや目標を整理した３年毎の

中期事業計画及び毎年の単年度事業計画を策定。これら計画に基づく業務の遂行及び定期

的なモニタリングの実施により全社的な PDCA を推進することで長期ビジョンの実現・達成

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 事業戦略 － 

－ 運動基盤強化戦略 － 

事業戦略１ 災害や紛争時における支援の充実とレジリエンスの強化 

事業戦略２ 超少子高齢社会における地域の健康・安全な生活の追求     

   ２－① 医療・福祉・介護分野等における地域社会への貢献 

２－② 日本最大級の病院グループとしての質の高い医療サービスの提供 

２－③ 世界最高レベルの血液事業を通じた医療・健康増進への貢献 

事業戦略３ 多様化が進む社会における人道の輪の拡大 

運動基盤強化戦略１ 会員の赤十字運動への参画促進 

運動基盤強化戦略２ 奉仕団等ボランティア主体の活動の拡充 

運動基盤強化戦略３ 国際赤十字との更なる協働 

 

長 期 戦 略 

変わりゆく未来へ、 

赤十字の挑戦。  
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長期ビジョン第二次中期事業計画（令和５-７年度） 
 

第二次中期事業計画は、３期９年にわたる中期計画の中間点であり、本計画の実現が創

立 150 年に向けた長期ビジョン達成への大きなステップとなります。 

そのため、長期ビジョン第二次中期事業計画は、拡大する社会ニーズに対応した新たな

施策に積極的にチャレンジするなど、赤十字事業の拡大の契機となることを目的とし、下

記の方針を定め、特に重点的に取り組むべき事業横断的なテーマを設定し策定しています。 

令和５～７年度においては、同計画に基づき、より継続性・一貫性を持たせた効果的な

事業計画の策定及び予算編成を行ってまいります。 

 

 

 

方針１  赤十字グループが総力を挙げて達成する「共通目標」を設定することで、長期

ビジョンで掲げる「人道支援の“要”」となることを目指す 

 

方針２  「選択と集中」を推進することで、赤十字の強みを最大限に発揮することを目

指す 

 

方針３「新興感染症への対応」及び「気候変動」を「必須テーマ」として設定すること

で、変化する社会課題に対応する 

 

 

 

 

◼ 赤十字グループの総合力を発揮した大規模災害への対応 

◼ 気候変動に対する取り組みの強化 

◼ 人口構造の変化に対応した持続可能な事業（経営）基盤の強化 

◼ 新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた新興感染症への対応 

 

 

 

第二次中期事業計画の策定方針 

第二次中期事業計画において重点的に取り組むべきテーマ 
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令和５年度事業計画と歳入歳出予算の概要 

 

 

 

事業計画の概要 
 

 

『令和５年度事業計画』については、「長期ビジョン・第二次中期事業計画」に基

づいて作成しています。 

事業横断的に取り組む「共通計画」では、日本赤十字社の人道支援活動の柱である

赤十字の災害救護活動の強化に取り組みます。具体的には、新型コロナウイルス感染

症等を踏まえて多様化した発災前から復旧復興までの各フェーズにおける様々なニー

ズへの対応、行政や他団体との連携を意識した被災者支援活動の強化、災害時におけ

る地域医療継続に向けた事業継続計画の実効性の向上、血液事業リソースを活用した

新たな取り組みの検討を進めます。 

新たな社会課題の変化への対応に向けては、世界レベルでの新興感染症のまん延と

いう未曽有の事態への対応により得た知見・課題を踏まえ、次なる新興感染症への対

応に向けた事業の対応強化を図ってまいります。加えて、国境を越えたグローバルか

つ複合的な人道課題、気象災害の頻発化・激甚化・広域化を引き起こす気候変動に対

し、人道団体の立場から従前から取り組んでいる豪雨災害対応等の「適応」の強化、

並びに CO2 排出削減等の「緩和」に向けた取り組み等を強化・推進することとし、事

業実施に当たっての全社的な方針策定等を行います。 

事業別の優先課題では、第一次中期事業計画における進捗状況等を踏まえ、昨今の

各事業で取り組むべき社会課題に対応してまいります。 

経営基盤の安定化に向けては、少子高齢社会における人口構造の変化、医療保険制

度の見直し（診療報酬改定・薬価改定）などの厳しい社会情勢下においても、継続し

て日本赤十字社の使命を果たすために、日本赤十字社の組織基盤である個人・法人会

員、支援者等の増強、グループ経営を推進することによる赤十字病院の経営効率の強

化、将来的な血液事業運営を見据えた次期基幹システムの開発に向けた取り組み等を

実施します。 
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【各事業における事業運営計画等】 

救護・社会活動における主な計画 

 

○大規模地震対応計画の見直し及び新たな救護員育成体系に基づく救護員実践力の向上  

 【39,647千円】 

○被災者支援分野における活動の強化                 【29,917千円】 

○新興感染症下でも救護・社会活動を継続・振興できる体制整備    【109,102千円】 

○国際赤十字・赤新月運動の優先的人道課題への対応         【1,528,670千円】 

・国際赤十字・赤新月社連盟の救援アピールの件数に対する対応件数の割合：100％ 

○災害や感染症等の脅威に対する地域社会づくりに向けての姉妹社の基盤強化支援 

【216,511千円】 

・開発協力の対象となった姉妹社の数：44社 

○少子高齢社会・多様性の受容が進む社会に対応した地域づくりへの貢献 【13,457千円】 

○会員の定着、継続の促進並びにボランティアが参加しやすい体制の整備 

 【292,629千円】 

・個人及び法人会員の数：299,000人 

 

 

各種社会福祉施設における入所見込延べ人数 

 

【児童福祉施設】（15施設） 

・乳児院（８施設）：81,914人 

・保育所（３施設）：127,984人 

・児童養護施設（１施設）：13,870人 

・医療型障害児入所施設（３施設）：

80,152人 

 

【高齢者福祉施設】（８施設） 

・特別養護老人ホーム：273,351人 

  （軽費老人ホームを含む。） 

 

【障害者福祉施設】（１施設） 

・障害者支援施設：18,250人 

 

【複合型施設】（１施設） 

・特別養護老人ホーム：39,347人  

・認知症高齢者グループホーム：6,439人 

・障害者支援施設：3,577人 

・介護老人保健施設：33,763人 

 

医療事業における経営健全化の目標 

〇令和５年度予算における経常収支目標の達成 

指標：経常収支 △14,822,908,000円※ 

新入院患者数 773,948人 

修正給与費等負荷率 82.3％ 

※ 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の交付を見込んでいない金額である

こと。 
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血液事業採血・供給等の計画 

・必要血液量：220万 L 

（血漿分画製剤用の確保血液量：120万 L、輸血用血液製剤用の確保血液量：100万 L） 

・国内製薬企業への血漿分画製剤用原料血漿の配分量：120万 L 

・輸血用血液製剤の供給計画：1,725万本 

・必要献血者数：493万人 

 

 

 

 

 

歳入歳出予算の概要 
 

令和５年度における日本赤十字社全体の予算は総額１兆 4,404 億円（歳出予算の合

算）となり、各会計の歳入歳出予算は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計 
 

歳 入     ３５９億円 

歳 出     ３５９億円 

医療施設特別会計 
 

収益的収入 １兆１,７８５億円 

収益的支出 １兆１,９４０億円 

差引額      △１５５億円 

血液事業特別会計 
 

収益的収入  １,６３２億円 

収益的支出  １,６３０億円 

差引額       １億円 

社会福祉施設特別会計 
 

収 入     １９８億円 

支 出     １５９億円 

差引額      ３８億円 

  

 
退職給与資金特別会計 

 

歳入歳出 ３１０億円  

退職年金資金特別会計 
 

歳入歳出 ４億円  

損害填補資金特別会計 
 

歳入歳出 ２億円  
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